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ドレスト光子 [1, 2]に対する測定理論に関する最近の進展について本講演では発表を行う。ドレ
スト光子が生成・消滅する様相の記述には量子場としてのドレスト光子の記述が不可欠であり，更
には，各現象におけるドレスト光子の寄与を実験的に検証するうえで測定理論的なアプローチが
有効と考えている。前者の，ドレスト光子を量子場として記述する際に重要な概念が「オフシェ
ル」である。ドレスト光子は電磁場が波長未満のスケールで電子やフォノンと相互作用するとき
生じるため，分散関係に従う＝「オンシェル」とはかけ離れた性質を示す。それがドレスト光子
をオフシェルの量子場として扱う必然性であり，ドレスト光子が発生する実験条件を取り込んだ
新しいモデリングが求められる理由である。一方，ドレスト光子（およびその影響）を実験的に
検証するためには，遠方で散乱光を測る以外ではプローブをナノスケールで近づけるなどドレス
ト光子の発生条件を変える工夫が必要であり，変化させる前後での因果関係が鍵となる。それに
対して測定理論の観点から記述方法を与えるのが本講演である。
ドレスト光子に対する測定の記述で重視するのは以下の 2点である：

• 無限自由度量子系，特に量子場としての記述を前提にするので，局所ネット (local net)によ
る量子場の記述を採用する。その上で，ドレスト光子を発生させる条件の変化の記述に「局
所ネットの拡張」の概念を用いる。

• 量子測定理論では「完全正値インストルメント」により測定による系の状態変化を記述する
[3]。局所ネットの拡張と完全正値インストルメントを組み合わせることによりドレスト光子
の測定を記述する。

これらを実現するためには，C∗-代数上で定義された完全正値インストルメントを用いる必要があ
る。C∗-代数の部分クラスであるフォン・ノイマン代数上で定義された完全正値インストルメント
でも最近ようやく理論が進展したばかりであり [3]，C∗-代数上で定義された完全正値インストル
メントに関する部分的な結果については [4]で公表している。C∗-代数上で定義された完全正値イ
ンストルメントの数理と物理について，ドレスト光子の測定に関わる本質的な部分の紹介を行う。
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